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◎  平成 28 年  伊佐市消防出初式

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷
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伊佐市消防出初式平成28年

　

１
月
10
日
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神

の
も
と
士
気
高
揚
を
目
的
に
伊
佐

市
陸
上
競
技
場
で
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
、
約

４
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
署

職
員
や
消
防
車
両
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
で
幕
を
あ
け
、
規
律
訓
練
、
操

法
訓
練
、
梯
子
乗
り
の
演
技
、
腕

用
ポ
ン
プ
操
法
、
大
口
里
保
育
園

児
に
よ
る
防
火
の
誓
い
と
集
団
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
団
員
・
家
族
等
に
対
す
る

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、

受
章
時
の
階
級
）

【
平
成
28
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章

中
越
勇
（
団
長
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

　

部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

亀
居
修
一
（
第
２
分
団
班
長
）

池
畑
悟
史
（
第
１
分
団
団
員
）

原
水
勝
巳
（
第
３
分
団
団
員
）

早
水
貴
志
（
第
３
分
団
団
員
）

森
山
誠
（
第
４
分
団
団
員
）

寺
地
史
生
（
第
４
分
団
団
員
）

橋
本
貴
宏
（
第
６
分
団
団
員
）

竹
内
義
人
（
第
９
分
団
団
員
）

大
野
道
治
（
第
11
分
団
団
員
）

亀
園
幸
範
（
第
13
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
第
14
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
第
15
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

消
防
団
員
協
力
事
業
所

 

・
株
式
会
社　

山
下
運
輸

 

・
医
療
法
人
恵
明
会　

整
形
外
科
松 

　

元
病
院

退
任
消
防
後
援
会
長

鶴
田
公
紀
（
里
町
班
）

平
川
亨
（
石
井
班
）

北
園
三
雄
（
白
木
班
）

岩
元
一
郎
（
堂
崎
班
）

30
年
勤
続
章

坂
元
義
廣
（
第
16
分
団
分
団
長
）

堂
園
郁
夫
（
第
17
分
団
分
団
長
）

久
森
敏
朗
（
第
９
分
団
団
員
）

25
年
勤
続
章

住
吉
真
人
（
第
７
分
団
副
分
団
長
）

下
原
和
幸
（
第
３
分
団
団
員
）

岡
野
秀
司
（
第
７
分
団
団
員
）

野
平
榮
一
（
第
８
分
団
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

森
義
信
（
第
４
分
団
分
団
長
）

長
野
吉
泰
（
第
５
分
団
分
団
長
）

山
下
信
一
（
第
16
分
団
副
分
団
長
）

長
谷
川
雄
二
（
第
７
分
団
班
長
）

左
近
充
誠
（
第
13
分
団
班
長
）

亀
割
浩
介
（
第
13
分
団
班
長
）

宮
原
功
（
第
16
分
団
班
長
）

横
山
和
行
（
第
１
分
団
団
員
）

永
吉
勇
治
（
第
３
分
団
団
員
）

棈
松
良
平
（
第
３
分
団
団
員
）

今
堀
賢
治
（
第
４
分
団
団
員
）

塩
屋
空
海
（
第
11
分
団
団
員
）

15
年
勤
続
章

沖
田
芳
博
（
第
９
分
団
副
分
団
長
）

中
村
浩
久
（
第
４
分
団
班
長
）

長
野
彰
（
第
７
分
団
班
長
）

柿
ノ
迫
友
則
（
第
９
分
団
班
長
）

児
島
信
一
郎
（
第
10
分
団
班
長
）

児
玉
省
作
（
第
10
分
団
班
長
）

神
薗
剛
太
（
第
１
分
団
団
員
）

森
田
誠
（
第
１
分
団
団
員
）

今
村
浩
二
（
第
１
分
団
団
員
）

高
濱
毅
（
第
２
分
団
団
員
）

赤
崎
清
照
（
第
２
分
団
団
員
）
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早
水
貴
志
（
第
３
分
団
団
員
）

丸
田
博
敏
（
第
４
分
団
団
員
）

栗
巣
義
朗
（
第
６
分
団
団
員
）

迫
幸
博
（
第
７
分
団
団
員
）

岡
崎
芳
照
（
第
９
分
団
団
員
）

永
峰
昭
二
（
第
９
分
団
団
員
）

大
友
則
人
（
第
９
分
団
団
員
）

竹
内
義
人
（
第
９
分
団
団
員
）

亀
園
幸
範
（
第
13
分
団
団
員
）

小
原
治
男
（
第
14
分
団
団
員
）

山
下
博
敏
（
第
15
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

藏
原
こ
れ
あ
き
（
第
１
分
団
班
長
）

山
口
貴
士
（
第
６
分
団
班
長
）

帖
佐
誠
（
第
３
分
団
団
員
）

西
口
雄
貴
（
第
３
分
団
団
員
）

宮
田
充
朗
（
第
４
分
団
団
員
）

大
宮
司
博
志
（
第
４
分
団
団
員
）

前
田
康
経
（
第
６
分
団
団
員
）

柿
木
伸
一
（
第
６
分
団
団
員
）

奥
薗
誠
一
（
第
７
分
団
団
員
）

田
代
晃
一
（
第
７
分
団
団
員
）

成
政
禎
一
（
第
11
分
団
団
員
）

村
元
正
（
第
14
分
団
団
員
）

５
年
勤
続
章

大
迫
和
央
輝
（
第
１
分
団
団
員
）

遠
矢
淳
平
（
第
２
分
団
団
員
）

吉
村
栄
樹
（
第
２
分
団
団
員
）

古
里
勇
人
（
第
４
分
団
団
員
）

髙
山
真
司
（
第
５
分
団
団
員
）

小
水
流
竜
司
（
第
５
分
団
団
員
）

中
村
龍
之
介
（
第
６
分
団
団
員
）

西
ノ
原
久
（
第
６
分
団
団
員
）

福
元
昭
一
（
第
８
分
団
団
員
）

開
隆
将
（
第
９
分
団
団
員
）

有
木
健
祐
（
第
10
分
団
団
員
）

木
場
一
喜
（
第
13
分
団
団
員
）

山
下
祐
介
（
第
15
分
団
団
員
）

吉
野
了
磨
（
第
15
分
団
団
員
）

上
栫
修
一
郎
（
第
16
分
団
団
員
）

寶
満
尚
也
（
第
17
分
団
団
員
）

前
田
和
範
（
第
17
分
団
団
員
）

【
平
成
27
年
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

功
労
章

中
越
勇
（
団
長
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章

今
村
謙
作
（
副
団
長
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

竹
原
研
二
（
第
15
分
団
分
団
長
）

谷
口
和
彦
（
第
13
分
団
副
分
団
長
）

大
野
美
智
人
（
第
11
分
団
班
長
）

脇
迫
修
二
（
第
12
分
団
班
長
）

中
島
速
男
（
第
３
分
団
団
員
）

寺
師
友
明
（
第
６
分
団
団
員
）

牟
田
浩
一
（
第
７
分
団
団
員
）

土
瀬
戸
修
（
第
９
分
団
団
員
）

吉
満
清
司
（
第
11
分
団
団
員
）

沖
田
義
博
（
第
11
分
団
団
員
）

園
田
辰
三
（
第
14
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
第
17
分
団
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

吉
松
直
樹
（
第
２
分
団
分
団
長
）

中
村
守
男
（
第
６
分
団
副
分
団
長
）

橋
脇
礼
（
第
１
分
団
団
員
）

坂
口
泰
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

池
畑
悟
史
（
第
１
分
団
団
員
）

生
駒
泰
志
（
第
２
分
団
団
員
）

大
山
博
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

島
内
雅
史
（
第
６
分
団
団
員
）

前
田
武
志
（
第
７
分
団
団
員
）

坂
元
初
実
（
第
８
分
団
団
員
）

長
岡
達
朗
（
第
10
分
団
団
員
）

大
野
道
治
（
第
11
分
団
団
員
）

丸
山
春
樹
（
第
12
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
第
13
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

上
村
広
盛
（
第
５
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

竹
之
内
信
二
（
第
１
分
団
団
員
）

小
田
原
宏
（
第
１
分
団
団
員
）

神
田
顕
正
（
第
１
分
団
団
員
）

上
田
次
郎
（
第
４
分
団
団
員
）

有
郷
豊
喜
（
第
６
分
団
団
員
）

有
満
隆
明
（
第
６
分
団
団
員
）

前
田
慎
一
（
第
７
分
団
団
員
）

帖
佐
秀
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

原
田
一
男
（
第
９
分
団
団
員
）

黒
木
幸
彦
（
第
10
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
第
11
分
団
団
員
）

砂
田
健
一
（
第
11
分
団
団
員
）

中
間
弘
典
（
第
12
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
第
13
分
団
団
員
）

瓦
勇
治
（
第
15
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
第
16
分
団
団
員
）

「無防備な  心に火災が  かくれんぼ」今年度の標語

伊
佐
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　被害についての相談先は公的機関ではなく、「家族や親戚」「友人・知人」など私的な範囲での相談
が４割以上を占める一方で、「だれにも相談しなかった」と回答した人も４割以上いました。
　その理由については【表２】のとおりです。

★男女共同参画「出前講座」受付中です。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

　暴力は犯罪となる行為をも
含む重大な人権侵害であり、
被害者の心や体に深刻な影響
を与えます。
　本人や周囲による早めの相
談が、事態の深刻化を防ぐカ
ギになります。
　まずは、相談してください。
伊佐市内の相談窓口
○伊佐警察署　☎㉒０１１０
○企画政策課　☎㉓１３１１
○女性サロン室

☎０９０・３０１６・３６６０
○トータルサポートセンター

☎㉙５５１１

ひとりで悩まないで

０％

37.8％

5.4％

5.4％

6.8％

1.4％

5.4％

5.4％

5.4％

1.4％

24.3％

18.9％

9.5％

6.8％

33.8％

12.2％

28.4％

2.3％

2.3％

2.3％

0.0％

2.3％

9.1％

2.3％

0.0％

18.2％

9.1％

9.1％

11.4％

6.8％

0.0％

31.8％

4.2％

4.2％

5.0％

0.8％

5.0％

6.7％

5.0％

0.8％

22.7％

15.1％

9.2％

8.4％

24.4％

7.6％

29.4％

70.5％
49.6％

20％ 60％40％ 80％

相談するほどのことではないと思
ったから

世間体が悪い

恥ずかしくて誰にも言えなかった

相手の行為は愛情表現だと思った
から

自分さえ我慢すればよいと思った

どこの、誰に相談してよいか分か
らなかった

自分にも悪いところがあると思っ
たから

相談相手の言動に不快な思いをさ
せられると思ったから

その他

思い出したくなかった

加害者に「誰にも言うな」と脅さ
れた

無回答

他人に知られるとこれまでの付き
合いができなくなると思った

相談が分かると仕返し・もっとひ
どい暴力をうけると思ったから

他人を巻き込みたくなかった

相談しても無理だと思ったから

10％ 50％30％ 70％

女性

男性

総計

男 女 共 同 参 画 社 会

暴力を受けた時に相談しなかった（できなかった）理由　【表２】

暴力受け
てない？

あなたが自分らしく生きるために、ひとりで悩まないで相談してください。

　相談しなかった理由については、「相談するほどではない」と回答した人は性別問わず
総計で 50％を占めていますが、「自分さえ我慢すればよいと思った」の回答では、男性
6.8％に対し、女性は 33.8％と高く、女性の 3 人に１人が我慢しているという結果です。
　「相談しても無理」が２割、「自分にも悪いところがある」が３割と、暴力を容認する意
識が高く、誰にも相談できない暴力の潜在化がうかがえます。
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　平成 26 年に 20 歳以上 80 歳未満の市民 2,000 人を対象に行った「市民
意識調査」の項目の一つ「配偶者等からの暴力」の調査結果について、平成
21 年の結果と比較したものが【表１】のとおりです。

男の生き方セミナー

　「将来のことをゆっくり考える余裕がない」
そんな男性の皆さん、１日だけ立ち止まってこ
れからの生きるスタイルを考えませんか。
　事前申込が必要です。
日　　時　２月 20 日（土）
　　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
場　　所　かごしま県民交流センター東棟３階
　　　　　（大研修室第２）　駐車場あり　
対　　象　30 代・40 代の男性 30 人　
受 講 料　無料
託　　児　あり（要予約）
申込・問い合わせ先
県男女共同参画センター
　☎０９９・２２１・６６０３

女性サロン室

開 催 日　毎月第１・３水曜日
時　　間　13 時 30 分～ 16 時
場　　所　大口仲町旧安楽ヨシ子様宅
連 絡 先　０９０・３０１６・３６６０

何度もあった

全くない

１．２度あった

無回答女 性

男 性

総 計
Ｈ2 6

Ｈ2 6

Ｈ2 6

Ｈ2 1

Ｈ2 1

Ｈ2 1

０％ 40％ 80％20％ 60％ 100％

4.9 14.9 72.5 7.7

4.9 15.4 69.9 9.8

1.8 12.2 79.7 6.3

1.0 10.2 78.9 10.0

7.3 17.4 69.8 5.5

8.1 19.8 63.7 8.4

男 女 共 同 参 画 社 会

伊佐市は男女共同参画基本計画に基づき、男女平等の社会、男女の人権が尊重され
個性と能力を発揮し活力ある社会をめざしています。

身体に対する暴力を受けた 21 年と 26 年比較　【表１】

あなたが自分らしく生きる
ために、一緒に考えます。

30 代・40 代男性が
人生をデザインするために

　平成 26 年の結果から、身体的暴力を受けた経験が「何度も」または「１・２度」あったと
回答した人は、性別問わず総計でみると 19.8％で約 5 人に１人ですが、女性は 24.7％で約 4
人に１人が「あった」と回答しています。その中でも多いのが 50 ～ 69 歳という結果です。
　内閣府の全国調査では女性の約 6 人に 1 人なので、伊佐市は高い数値であるといえますが、
21 年の調査結果よりは数値が下がっているのがわかります。
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行政からのお知らせ

　伊佐市観光ボランティアガイド「伊佐の風」が、大口城跡をはじめ大
口のまちに残る歴史的な場所を案内します。ガイドの説明を聞きながら
歴史散策を楽しんでみませんか。※ 雨天中止
日　　時　２月 28 日（日）受付９時～　９時 30 分～ 12 時
集合場所　大口ふれあいセンターロビー
定　　員　30 人
参 加 料　300 円（保険加入費、資料代）※ 昼食はありません。
申込期限　２月 19 日（金）
申込方法　①住所②名前③電話番号④人数を電話またはＦＡＸでお知らせください。
申込・問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　☎㉙４１１３・　㉒９４２０

　伊佐市観光ボランティアガイド「伊佐の風」が、大口城跡をはじめ大
口のまちに残る歴史的な場所を案内します。ガイドの説明を聞きながら
歴史散策を楽しんでみませんか。※ 雨天中止
日　　時　２月 28 日（日）受付９時～　９時 30 分～ 12 時
集合場所　大口ふれあいセンターロビー
定　　員　30 人
参 加 料　300 円（保険加入費、資料代）※ 昼食はありません。
申込期限　２月 19 日（金）
申込方法　①住所②名前③電話番号④人数を電話またはＦＡＸでお知らせください。
申込・問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　☎㉙４１１３・　㉒９４２０

案内順

１海音寺潮五郎生誕地

２大巌寺

３里程標

４駅逓跡

５専念寺跡

６有村郷土宅

７祁答院住宅

８大口城跡

ボランティアガイドが案内する

「いさ花募金」にご協力いただき、ありがとうございます。

大口まち歩き参加者募集

　あらゆる差別をなくし、明るく住みよい伊佐市を実現しよう。
日　　時　2 月 7 日（日）受付 9 時～　9 時 30 分～ 11 時 55 分
会　　場　菱刈環境改善センター多目的ホール
内　　容　○オープニングセレモニー「ワークプラザひまわりの家　レクダンス」
　　　　　○小学生人権作文コンテスト優秀作品朗読
　　　　　○講演会　演題　「信じ続ければ子どもは応えてくれる」
　　　　　　　　　　講師　野口義弘氏（有限会社野口石油代表取締役）
　　　　　　非行に走ってしまった少年や犯罪歴のある少年を、自分の経営する
　　　　　　ガソリンスタンドに採用し更生させる活動を長年続けている　　　　　　　　
問い合わせ先　市民課人権啓発・市民相談係　☎㉓１３１１

募金者数 54 個人 60 団体

募 金 額 484,000 円 1,165,531 円

総　　額

○受付期限はありません。
○金額　一口 1,000 円　※ 何口でもできます。
○送金方法　全国の郵便局から募金できます。
　　　　　　振替口座　01770-0-129094　
　　　　　　口座名義　いさ花の会
※郵便局にある青い用紙を使うと手数料がかかります。手数料
　のかからない用紙についてはお問い合わせください。　

（平成 28 年１月 21 日現在）

　桜の名所づくりや桜によるまちづくりを計画
する個人・団体の活動を支援するため桜の苗木
を無償提供してくださる「日本花の会」に苗木
配布申請を行いました。
　審査の結果、配布対象地に選定されました。
苗木配布時期　２～３月
配布本数　100 本
品　　種　染井吉野系神代曙１年生
　桜の名所「忠元公園」復活のために大切に植
え育て、美しい花が咲くよう尽力します。

問い合わせ先　「いさ花募金」事務局
　　　　　　　（伊佐ＰＲ課内）　☎㉙４１１３

第６回人権を考える市民のつどい

「いさ花募金」収支報告

1,649,531 円
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① i 広報紙をインストール
使い方

③利用開始　「ｉ広報紙」トップ画面に
　　　　　　登録したまちの広報紙最新
　　　　　　号を自動表示。

②個人設定　インストールしたアプリを
　　　　　　起動し、郵便番号など簡単
　　　　　　設定。

1　　広報いさ お知らせ版　2016.01.15

大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報
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大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷広報

いさ

ISA City Public Relations  No.173

2016.2
◎ 平成28年 伊佐市消防出初式

～全国 250 以上の自治体広報紙が読み放題～

　「広報いさ」が電子書籍になり、無料アプリ「ｉ広報紙」を利用してスマートフォン等で閲覧できます。
毎月１日と 15 日には自動でお知らせが届き、いつでもどこでも「広報いさ」を読むことができます。

広報紙配信アプリ　　　　　  がリニューアル「ｉ広報紙」

自治会に加入して
住みよい地域づくりに参加しましょう

問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３

① ② ③

自分に合わせて楽しめる

●アプリの使用は無料ですが、広報紙データをダウ
　ンロードする際の通信料が必要です。
●アプリ内の広告は、運営企業である㈱ホープが募
　集・掲載するもので、市とは関係ありません。
●アプリ導入による不具合について、市では一切責
　任を負いません。あらかじめご了承のうえご利用
　ください。

ご注意

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１

　現在 272 の自治会が存在し、加入率は 80.8％
となっています。近年、若者世帯やアパー
ト住まいの世帯の増加に伴い、加入率は
減少傾向にあります。さらに、少子高齢
化が進み自治会活動や運営に支障が起き
ており、存続が困難な自治会もあります。
　自治会未加入者が増えると、災害時の
避難体制、防犯、子どもや高齢者の見守
りなどへの影響が考えられます。

　自治会は、ごみステー
ションの設置管理、自
主防災・防犯活動、定

期的な清掃活動、地
域イベントなどを実
施し、安全・安心で
快適な生活を過ごせ
るように取り組んで
います。
　地域における住生

活環境の維持に、自治
会員としてあなたの協
力が必要です。

「お互い様」「おかげさま」の精神で自治会への加入をお願いします。

　伊佐市では、同じ地域に住む人同士がお互いに助け合い、協力しながら明るく住みよい地域にしよ
うと活動する組織を「自治会」と呼んでいます。
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「叙勲」
受章おめでとうございます

瑞宝単光章
（元伊佐市消防団副団長）

瑞宝双光章
（元樋脇町立倉野小学校校長）

外山政輝さん（荻原・73 歳） 宮下壽夫さん（針牟田・88 歳）

　

平成 28 年「伊佐市成人式」
　１月３日、伊佐市文化会館で成人式があり
ました。オープニングには市内の中高生有志
でつくるダンスグループ「チームちむどん」
が登場、はつらつとした笑顔と踊りで新成人
にエール送りました。
■伊佐市新成人　　合計 297 人
　市内居住＝男 90 人、女 81 人
　市外居住＝男 59 人、女 67 人

～始まりは伊佐～

Lets　begin
，
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幸せ願う干支色紙

　大口針持にある羽神社（はじんじゃ）で毎年元
旦から販売される「お守り干支色紙」に、今年も
伊佐市針持出身の画家 市来攻成さんの絵と針持
小の宮田健一教諭の文字が書かれています。
　家族でくつろぐ猿の和やかな絵と１年平和に暮
らせるよう願いのこもった文字が書かれた色紙は、
開運お守りとして新年の風物詩になっています。
　お問い合わせは、伊佐ＰＲ課（29-4113）まで。

　
地方創生政策アイデアコンテスト

大口明光学園「優秀賞」
　内閣官房は地方を元気にするような自治体の取
組みを情報面・データ面で支援するため「地域経
済分析システム RESAS（リーサス）」を提供して
います。
　リーサスを使って分析したうえで、解決するよ
うな政策アイデアを募集する「地方創生☆政策
アイデアコンテスト 2015」において、全国 900
を超える応募の中から最終選考 10 組に大口明光
学園高等学校の「チーム高 2B」が選ばれ、12 月
13 日の最終審査の結果、高校生以下の部で優秀
賞を獲得しました。

■提案内容
遠隔操作による牛の放牧管理→ 農家の作業軽減→ 後継者募集→Ｉターン増加で伊佐を活性化 など

　

　１月 11 日、第 37 回菱刈剣道大会が、菱
刈農業者トレーニングセンターで行われまし
た。県内外から 92 チームが参加し、日頃の
修練の成果を競いました。
　試合結果は次のとおりです。
小学生男子の部（39 チーム）
優　勝　南月少年剣道クラブ（鹿児島市）

第 37 回菱刈剣道大会 準優勝　水俣武道館（熊本県水俣市）
第三位　重富剣道スポーツ少年団Ａ（姶良市）
　　　　富隈剣道スポーツ少年団Ａ（霧島市）
小学生女子の部（15 チーム）
優　勝　下水流剣道（出水市）
準優勝　出水剣友剣道スポーツ少年団（出水市）
第三位　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
　　　　垂水武道館（垂水市）
中学生男子の部（23 チーム）
優　勝　城西中学校Ａ（鹿児島市）
準優勝　日当山中学校（霧島市）
第三位　栗野中学校（湧水町）
　　　　川内中央中学校（薩摩川内市）
中学生女子の部（15 チーム）
優　勝　吉松中学校（湧水町）
準優勝　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
第三位　垂水中央中学校（垂水市）
　　　　宮之城中学校（さつま町）
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ロボット楽団オルディオン

　南永小学校で 12 月 19 日、20 回目の「星
空コンサート」が開催され、鹿児島工業高等
専門学校（高専）のロボット楽団が出演しま
した。
　ロボットは全て、フルート演奏者でもある
高専の幸田先生が設計・開発されました。鍵
盤ハーモニカ担当のオルディオンとドラムス
担当のドラチャンは、全校児童 13 人をはじ
め校区内外から訪れた観客 120 人を前に光
輝きながら楽器を演奏、ヒット曲メドレーや
アニメソングなど披露しました。

　

　

「１１０番の日」

　「110 番の日」前日の１月９日、針持小児
童が警察官の仕事について学びました。
　針持駐在所の身近なおまわりさんや伊佐警
察署署員による学習会では、110 番通報の
約 30％がいたずら電話や間違い電話である
ことを知り、急な事件や事故で困っている人
のために「いたずら電話は絶対にダメ！」と
いうことを再認識しました。最後はパトカー
に試験乗車し、警察無線で試験通話をしたり
サイレンを鳴らしたり、普段できない特別な
体験をして笑顔で記念撮影しました。

原発 30km 圏「避難訓練」

　川内原発から 30km 圏内の９市町が 12 月
20 日、重大事故を想定した原子力防災訓練
を実施しました。
　避難計画に基づき、阿久根・出水市の住民
約 100 人がバス４台で伊佐市に到着。避難
先となる学校や公民館などを視察しました。
訓練は決められた順路で大きな混乱もなく行
われましたが、実際には大地震による通行止
めや夜間の避難など状況は変動します。事故
があってはなりませんが、有事に備え訓練か
ら見えた課題を今後に活かす準備は必要です。

防犯カメラ映像提供協定式 

　市と伊佐警察署は１月 18 日、防犯カメラ
の運用開始に伴う映像提供に関する協定を締
結しました。
　市は昨年 12 月１日から市内の県・国道に
ある主要な交差点６か所に防犯カメラを設置
しました。行政が公費で交差点にカメラを設
置することは全国でも珍しく、県内では初め
てのことです。
　映像は、事件・事故や行方不明者の捜索、
公共の治安維持のために役立てられます。
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認
知
症
の
人
を
支
え
る
家
族  

②

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎㉓２３７７

　

伊
佐
子
さ
ん
の
変
化
に
気
付
き
、

病
院
受
診
に
つ
な
げ
た
家
族
に
ア

ド
バ
イ
ス
や
今
伝
え
た
い
こ
と
を

伺
い
ま
し
た
。

　
『
薬
の
管
理
が
で
き
な
い
の
で
、

毎
日
１
回
の
処
方
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
次
に

す
る
こ
と
や
電
話
番
号
を
書
い
た

メ
モ
、
薬
を
貼
り
付
け
見
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
食
事
も
冷
蔵

庫
に
入
っ
て
い
る
も
の
を
書
い
て

わ
か
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ス
イ
ッ
チ
な
ど
に
は
目
立
つ
よ

う
に
色
を
つ
け
ま
し
た
。

  

こ
れ
か
ら
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
使
い
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け

家
に
い
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ

た
い
。
先
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
今
は
（
他
の
）
家
族
の
理

解
も
あ
る
お
か
げ
で
で
き
る
範
囲

の
介
護
が
で
き
て
い
ま
す
。
本
人

が
一
番
大
変
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

し
た
い
よ
う
に
さ
せ
て
、
で
き
な

い
こ
と
を
指
摘
し
な
い
。
人
事

じ
ゃ
な
く
自
分
の
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
ね
。』

　

家
族
が
、
お
お
ら
か
に
接
し
て

い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
。「
特

別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
よ
」

と
言
い
な
が
ら
、
伊
佐
子
さ
ん
の

意
思
を
尊
重
し
、
暮
ら
し
や
す
く

な
る
よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
支
え

て
い
ま
す
。

  

以
前
、「
本
人
の
性
格
や
環
境
、

人
間
関
係
な
ど
の
要
因
が
か
ら
み

あ
っ
て
、
う
つ
や
妄
想
、
徘
徊
な

ど
が
現
れ
る
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

伊
佐
子
さ
ん
に
と
っ
て
最
適
な
環

境
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
家
族
や
周

り
の
人
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
、

伊
佐
子
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
場
所

で
穏
や
か
に
生
活
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎㉓１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

内閣官房 社会保障改革担当室 

内閣府 大臣官房 番号制度担当室 

平成26年１０月版 

愛称：マイナちゃん 

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
ま
し
た
か

　

通
知
カ
ー
ド
は
あ
な
た
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
お
知

ら
せ
す
る
大
切
な
カ
ー
ド
で
、
社

会
保
障
や
税
の
手
続
き
で
必
要
に

な
り
ま
す
。
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
大
口
地
区
の
人
は
市
民
課

（
大
口
庁
舎
）
に
、
菱
刈
地
区
の

人
は
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
取
り

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請

を
し
た
人
に
は
順
次
、
市
か
ら
交

付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し

ま
す
。
原
則
と
し
て
、
市
役
所
の

窓
口
に
①
交
付
通
知
書
②
通
知
カ

ー
ド
③
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

い
た
だ
く
こ
と
で
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
と
は

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ

プ
付
き
カ
ー
ド
で
氏
名
、
住
所
、

生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
本
人
の
顔
写
真
等
が
表
示
さ

れ
、
身
分
証
明
書
と
し
て
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人

確
認
が
同
時
に
で
き
る
唯
一
の
カ

ー
ド
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
込
方
法

　

通
知
カ
ー
ド
と
と
も
に
送
付
さ

れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

書
を
郵
送
す
る
と
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
当
分
の
間
は
無
料
で
交

付
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
申

込
み
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
も
申
込
み

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
通
知
カ
ー

ド
と
同
封
し
て
あ
る
案
内
冊
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
平　

日
９
時
30
分
～
22
時

　

土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

２
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
乳
が
ん
検
診

　

市
民
の
た
め
の
健
康
セ
ミ

　

ナ
ー

個人番号カード見本
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１
１
０
番
だ
よ
り

う
そ
電
話
詐
欺
（
特
殊
詐
欺
）
被
害
防
止

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

チ
ン
コ
の
必
勝
情
報
を
教
え
る
」
と

　

言
っ
て
会
員
料
（
手
続
料
）
を
要
求

　

す
る

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

◎
公
的
機
関
が
、
口
座
番
号
や
口
座
の

　

暗
証
番
号
、
資
産
な
ど
の
情
報
を
聞

　

い
た
り
、
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

　

ド
を
要
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
「
あ
な
た
の
名
前
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
手
口

　

は
詐
欺
で
す
。
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。

◎
心
当
た
り
の
な
い
「
現
金
の
要
求
」

　

な
ど
は
、
は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
機
能
付
き

　

電
話
機
や
留
守
番
電
話
機
能
を
活
用

　

し
ま
し
ょ
う
。

　

現
金
を
要
求
さ
れ
た
ら
、

振
り
込
み
や
送
金
す
る

前
に
、
必
ず
家
族
や
警

察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

宅
急
便
、
ゆ
う
パ
ッ
ク
、

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
『
現
金
送
れ
』

は
詐
欺
!!

主
な
手
口

○
市
職
員
等
を
名
乗
り
、「
税
金
や
医

　

療
費
の
還
付
金
が
あ
る
」
と
言
っ
て

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
す
る

○
警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
を
名
乗
り
、

　

口
座
番
号
や
残
高
を
聞
き
出
そ
う
と

　

す
る

○
「
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
の
で
削

　

除
す
る
」
と
持
ち
か
け
る

○
「
名
義
貸
し
は
違
反
と
な
り
、
逮
捕

　

さ
れ
る
」
と
言
っ
て
現
金
を
要
求
す

　

る
○
「
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
の
登
録
料

　
（
利
用
料
）
の
未
払
い
が
あ
る
」
と

　

言
っ
て
現
金
を
要
求
す
る

○
「
過
去
の
投
資
被
害
金
を
取
り
戻
せ

　

る
」
と
言
っ
て
更
に
投
資
を
勧
め
る

○
「
ロ
ト
６
の
当
選
番
号
、
競
馬
や
パ

平
成
27
年
中
県
内
の

う
そ
電
話
詐
欺
被
害
状
況

被
害
総
額　

約
３
億
７
、７
０
０
万
円

　
　

   （
前
年
比  

＋
約
１
億
９
６
０
万
円
）

認
知
件
数　

64
件
（ 
前
年
比  

＋
19
件
）

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

「
姉
妹
町
盟
約
（
菱
刈
町
）」

　

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
）
12
月
10
日

　

喜
界
町
か
ら
訪
れ
た
町
長
ら
９
人
と

鹿
児
島
市
在
住
の
疎
開
関
係
者
を
花
火

と
菱
刈
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
で
出

迎
え
町
内
行
進
を
行
っ
た
あ
と
、
本
城

小
学
校
で
式
典
を
挙
行
し
た
。 

「
盟
約
答
礼
使
節
紀
行
」

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
）
１
月
29
日

　

松
崎
町
長
ら
12
人
が
盟
約
の
答
礼
と

し
て
喜
界
町
へ
向
か
う
た
め
飛
行
機
に

搭
乗
し
た
が
、
途
中
の
空
路
で
米
軍
機

が
遭
難
、
そ
の
捜
索
上
支
障
が
あ
る
と

し
て
そ
の
日
は
出
発
で
き
な
か
っ
た
。

１
日
延
び
た
こ
と
で
飛
行
機
の
座
席
数

が
足
り
ず
、
古
川
助
役
を
は
じ
め
４
人

が
参
加
で
き
ず
、
や
む
な
く
鹿
児
島
空

港
か
ら
引
き
返
し
、
喜
界
町
に
は
８
人

で
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

鹿
児
島
空
港
か
ら
１
時
間
半
、
雲

を
割
っ
て
降
下
す
る
飛
行
機
の
窓
か

ら
、
鮮
や
か
な
紺
碧
の
海
に
サ
ン
ゴ
礁

が
透
き
通
り
、
そ
の
海
に
囲
ま
れ
た
緑

の
木
々
の
間
に
赤
や
青
の
屋
根
が
点
在

す
る
喜
界
島
が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ

て
見
え
た
。
後
に
聞
い
た
話
で
は
喜
界

町
と
東
亜
航
空
の
好
意
で
着
陸
前
特
別

に
島
の
上
空
を
一
周
し
て
く
れ
た
も
の

だ
っ
た
。

　

喜
界
空
港
で
は
前
日
か
ら
待
ち
わ
び

て
い
た
島
民
ら
１
０
０
０
人
が
打
上
げ

花
火
と
と
も
に
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
そ

の
歓
迎
陣
の
列
か
ら
白
髪
の
女
性
が

「
増
田
さ
ん
」
と
感
極
ま
っ
て
声
を
つ

ま
ら
せ
な
が
ら
飛
び
だ
し
我
々
使
節
団

に
駆
け
寄
ら
れ
た
姿
は
、
私
た
ち
の
胸

を
つ
ま
ら
せ
グ
ッ
と
こ
み
上
げ
る
も
の

を
抑
え
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。

「
姉
妹
都
市
盟
約
」

　

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
５
月
16
日

　

伊
佐
市
と
し
て
姉
妹
都
市
盟
約
を
締

結
し
た
。

　

現
在
ま
で
小
中
高
生
を
は
じ
め
と
す

る
交
流
団
が
両
市
を
行
き
来
し
、
観
光

や
民
泊
体
験
な
ど
絆
を
深
め
る
交
流
を

続
け
て
い
る
。

　

次
回
、西
之
表
市
と
の
共
同
事
業「
学

童
疎
開
記
念
誌
」
に
つ
い
て

姉
妹
都
市
交
流
の
軌
跡
（
喜
界
町
）
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
㉓
１
３
１
１

　

私
た
ち
の
体
に
は
、
ウ
イ
ル

ス
や
細
菌
が
体
に
入
っ
て
き
た

時
に
身
を
守
る
た
め
の
免
疫
と

い
う
仕
組
み
が
備
わ
っ
て
い
ま

す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
は
、
こ
の
仕

組
み
が
食
べ
物
や
花
粉
な
ど
私

た
ち
の
体
に
害
を
与
え
な
い
物

質
に
対
し
て
も
反
応
し
て
攻
撃

し
て
し
ま
う
結
果
、
体
に
良
く

な
い
症
状
を
引
き
起
こ
す
も
の

で
す
。
原
因
と
な
る
物
質
が
口

や
目
、
鼻
、
皮
膚
な
ど
を
通
し

て
体
の
中
に
入
っ
て
く
る
こ
と

で
症
状
が
現
れ
ま
す
。
ア
レ
ル

ギ
ー
で
起
こ
る
主
な
病
気
と
し

て
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
気
管
支
喘

息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

○
春
先
に
は
花
粉
症
に
注
意

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
中
の
一

つ
に
花
粉
症
が
あ
り
ま
す
。

　

花
粉
症
は
、
体
に
入
っ
て
き

た
花
粉
に
対
し
て
、
体
が
過
剰

に
反
応
し
て
し
ま
い
、
花
粉
を

追
い
出
そ
う
と
「
く
し
ゃ
み
」

が
で
た
り
、
目
や
鼻
を
洗
い
流

そ
う
と
し
て
鼻
水
や
涙
が
出
た

り
す
る
よ
う
な
症
状
と
な
っ
て

現
れ
る
も
の
で
す
。
花
粉
症
以

外
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
も
っ

て
い
る
人
や
家
族
が
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
も
っ
て
い
る
人
は
、

比
較
的
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
で
最
も
多
い

花
粉
症
は
春
先
に
見
ら
れ
る
ス

ギ
花
粉
症
で
す
。

　

花
粉
症
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ
す
原
因
と
な
る
花
粉
が
飛
び

始
め
る
2
週
間
～
1
か
月
前

（
県
で
は
毎
年
1
月
頃
）
か
ら

の
予
防
が
必
要
で
す
。

 　

ア
レ
ル
ギ
ー
は
症
状
の
出
方
や
重
症
度
に
個
人
差
が
あ
り
、

原
因
と
な
る
物
質
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
症
状
の
進
行
の
速
さ
や
重

症
度
に
応
じ
た
処
置
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
症
状

が
あ
る
と
き
は
医
療
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

花
粉
症
の
予
防
対
策

　

 

・
花
粉
の
飛
散
情
報
に
注
意
す
る

　

 

・
花
粉
の
飛
散
が
多
い
時
に
は
窓
や
戸
は
な
る
べ
く
閉
め

　
　

て
お
く

　

 

・
外
出
時
に
は
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
、
帽
子
を
着
用
す
る

　

 

・
帰
宅
時
に
玄
関
で
衣
類
に
つ
い
た
花
粉
を
落
と
す

　
　

花
粉
が
飛
散
し
て
い
る
時
は
毛
織
物
に
よ
る
コ
ー
ト
な

　
　

ど
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
表
面
が
す
べ
す
べ
し
た
綿
や
ポ

　
　

リ
エ
ス
テ
ル
な
ど
は
花
粉
が
つ
き
に
く
い
で
す
。

　

 

・
外
出
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
う
が
い
を
す
る

　
　

う
が
い
は
の
ど
に
流
れ
た
花
粉
を
除
去
す
る
の
に
効
果

　
　

が
あ
り
ま
す
。
風
邪
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
外

　
　

出
後
は
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

右
記
以
外
に
も
部
屋
の
掃
除
を
す
る
こ
と
、
皮
膚
の
清

　

潔
を
保
ち
保
湿
し
て
皮
膚
を
保
護
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
、

　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
る
タ

　

バ
コ
を
や
め
る
こ
と
な
ど
は
、
全
て
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

　

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
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南三陸だより
Vol. 46

　

　

１
月
上
旬
、
今

朝
の
気
温
は
マ
イ

ナ
ス
７
℃
で
こ
れ

ま
で
で
一
番
の
冷

え
込
み
で
す
。
凍

っ
た
車
の
ガ
ラ
ス

を
溶
か
す
の
も
出

勤
前
に
一
苦
労
で

し
た
。

　

昨
年
末
に
私
の
上
司
が
、
息

子
さ
ん
と
二
人
で
伊
佐
市
を
訪

問
し
ま
し
た
。
新
幹
線
と
電
車

を
乗
り
継
ぎ
鹿
児
島
入
り
、
枕

崎
で
一
泊
し
た
あ
と
伊
佐
市
を

観
光
し
ま
し
た
。
同
行
す
る
私

が
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、
郡
山

八
幡
神
社
・
曽
木
の
滝
・
発
電

所
遺
構
く
ら
い
で
「
案
内
で
き

る
所
は
少
な
い
で
す
が
…
」
と

断
っ
て
か
ら
案
内
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
上
司
の
反
応
は

「
伊
佐
に
は
素
晴
ら
し
い
財
産

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
山
野
線
跡

が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
曽
木
の

滝
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
高

熊
山
か
ら
の
景
色
、
ど
れ
も
見

る
に
値
す
る
」
と
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
広
報
い
さ
１
月
号
の

「
和
み
の
ひ
ろ
ば
」
に
も
書
い

て
あ
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
当
た
り
前
の
も
の
が
本

当
は
素
晴
ら
し
い
財
産
な
ん
だ

と
、
伊
佐
の
魅
力
を
再
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

上
司
は
曽
木
の
滝
に
つ
い
て

「
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
い
う

の
も
良
い
が
、『
伊
佐
市
の
曽

木
の
滝
』
と
、
し
っ
か
り
売
り

出
せ
る
だ
け
の
立
派
な
滝
で
す

よ
。」
と
も
話
し
ま
し
た
。

　

外
部
の
人
か
ら
気
づ
か
さ
れ

た
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
確

認
し
て
、
そ
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
て
い
こ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

（
福
田
光
一
郎
）

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①Ａを合わせて煮溶かし、冷ましておく。
②Ｂを合わせてふるっておく。
③冷めたＡにＢを入れてよく混ぜる。
④鉄板に③を流し入れ、ひろげて空気を抜く。
⑤オーブンを 200 ～ 220℃で２分余熱し、
　13 分ほど焼く。
⑥Ｃを合わせて火にかける。泡が出て少しと
　ろみがつくくらいまで煮溶かす。
⑦三角に切り分け、⑥につける。

生
Vol.64

「昔なつかしい黒砂糖菓子」

〈材　料〉
黒砂糖　200g
水　　　200cc

小麦粉　500g
ソーダ　小さじ１強
ベーキングパウダー　小さじ２

Ｂ

Ａ
黒砂糖　500g
水　　　250cc

Ｃ

上
司
が
撮
影
し
た
伊
佐
市
の
風
景
で
す
。
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時
◎館内蔵書点検のため休館
菱刈図書館　２月１日～５日
大口図書館　２月 22 日～ 27 日

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　美生のママは村にひとつ
しかない診療所のお医者さ
ん。患者さんに愛されてい
るママが大好きだけれど、
毎日忙しくて…。おはなし
を楽しみながら、あこがれ
のお仕事がよくわかる本。
職業への理解がさらに深ま
る。

　僕らの団地がな
くなる前に、映画
を撮ろう！少年ド
ラマ、ガリ版、初
恋－あの頃を信じ
る思いが奇跡を起
こす。昭和の子ど
もたちの人生はや
り直せる。

ママはお医者さん（シリーズおしごとのおはなし）　あさのあつこ

（出版：講談社） （出版：新潮社）

たんぽぽ団地　重松清

【　児　童　】
ウォーリーと 16 人のギャング リチャード・ケネディ
さかさ町 F. エマーソン・アンドリュース
しろもちくんとまめもちくん 庄司三智子

【　一　般　】
ギリシア人の物語 1 民主政のはじまり 塩野七生
学校の近くの家 青木淳悟
はだれ雪 葉室麟

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば   
日　時　２月 20 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ブックスタート      
日　時　２月 20 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　大口ふれあいセンター１階和室
対象者　伊佐市在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者
　　　　及び出産予定の人
内　容　絵本の読み聞かせや簡単な遊びなど。初めての人
　　　　にはブックスタートパックをプレゼント
※前日17時までに大口図書館に申込みください。
　当日は母子手帳を持参してください。

○

【２月の図書館カレンダー】

○



ISA City Public Relations  2016.02.01　　16

伊佐市からのお知らせ

募
　
　
集

①
学
校
校
務
員
②
学
校
司
書
募
集

①
学
校
校
務
員

応
募
資
格

　

昭
和
31
年
４
月
２
日
～

平
成
10
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
人

募
集
人
員　

２
人

委
託
内
容

　

校
長
室
・
職
員
室
の
清
掃
、
来
客
の
湯
茶

接
待
、
校
内
緑
化
作
業
、
公
文
書
の
配
送
・

回
収
、
物
品
購
入
、
電
算
に
よ
る
会
計
入
力
、

そ
の
他
学
校
依
頼
の
業
務

勤
務
日
数　

月
20
日
程
度

※
原
則
学
校
職
員
と
同
じ

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
16
時
45
分

委
託
料　

月
額
１
５
８
、
０
０
０
円

※
傷
害
保
険
あ
り
（
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年

　

金
保
険
、
通
勤
手
当
な
し
）

勤
務
場
所　

市
内
各
小
・
中
学
校

委
託
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

※
更
新
あ
り
。

②
学
校
司
書

応
募
資
格

○
昭
和
41
年
4
月
2
日
～

　

平
成
7
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

○
図
書
司
書
の
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

1
人

職
務
内
容

　

学
校
図
書
室
を
巡
回
し
図
書
の
貸
し
出

し
・
読
み
聞
か
せ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
・
館
内
整
理
等
図
書
に
関
す
る
業
務

勤
務
日
数　

月
17
日
間

勤
務
時
間　

8
時
15
分
～
16
時
45
分

賃　
　

金　

月
額
１
４
０
、
０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、

　

通
勤
手
当
あ
り

勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

雇
用
期
間　

平
成
28
年
4
月
1
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
3
月
31
日

※
更
新
あ
り

次
か
ら
①
②
共
通

応
募
資
格

○
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
②
学
校
司
書
は
司
書
資
格
証
（
写
し
）
が

　

必
要

応
募
期
限　

２
月
19
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
19
日
必
着
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

教
育
委
員
会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉖
１
５
１
２

応
募
資
格

○
昭
和
36
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

　

日
に
生
ま
れ
た
人

○
保
健
師
、看
護
師
、介
護
支
援
専
門
員
（
ケ

　

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）、
社
会
福
祉
士
の
い
ず

　

れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

若
干
名

欠
格
条
件

　

次
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

○
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人
あ
る
い

　

は
被
補
助
人

○
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

　

を
終
わ
る
ま
で
ま
た
は
そ
の
執
行
を
受
け

　

る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
人

業
務
内
容

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
係
る
業
務

○
市
が
行
う
介
護
保
険
法
第
１
１
５
条
に
規

　

定
す
る
保
健
福
祉
事
業

○
そ
の
他
所
属
長
が
必
要
と
認
め
る
職
務

勤
務
時
間　

９
時
～
17
時

※
業
務
内
容
に
よ
っ
て
変
更
あ
り
。

勤
務
日
数　

原
則
月
18
日

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

契
約
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
29
年
３
月
31
日

休　
　

暇　

別
に
定
め
る

社
会
保
障　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

　
　
　
　
　

保
険
に
加
入

待　
　

遇　

伊
佐
市
非
常
勤
職
員

選
考
方
法　

面
接

日　
　

時　

２
月
22
日
（
月
）
９
時
30
分
～

会　
　

場　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

※
詳
し
く
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
総
務
課
職
員
係
（
大
口
庁
舎
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

２
月
15
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

健
康
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
係☎

㉓
１
３
１
１

介
護
予
防
専
門
員
募
集

広告
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お
知
ら
せ

　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
で
は
、
平
成

28
年
度
に
県
営
住
宅
の
入
居
を
希
望
す
る
人

の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
の
公
開
抽
選
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
抽
選
で
決
定
し
た
登
録
順
位
に
従
っ

て
空
き
家
の
紹
介
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
即

県
営
住
宅
の
入
居
申
込

応
募
資
格

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町

　

に
お
住
ま
い
で
普
通
自
動
車

　

免
許
を
持
つ
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
等
の

　

保
有
者

③
②
に
準
じ
た
能
力
を
も
ち
、
子
ど
も
と
接

　

す
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ

　

る
人

募
集
人
員　

若
干
名

業
務
内
容

　

幼
稚
園
・
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し

た
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
的
支
援
を

担
任
教
諭
の
指
示
の
も
と
行
う
。

勤
務
日
数　

年
間
約
２
０
０
日

※
原
則
と
し
て
幼
・
小
・
中
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
13
時
30
分

賃　
　

金　

時
給
９
０
０
円

※
労
災
保
険
加
入

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

２
月
16
日
（
火
）

※
郵
送
の
場
合
は
16
日
必
着
。

面
接
日　

２
月
下
旬
～
３
月
上
旬

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

伊
佐
市
立
幼
・
小
・
中
学
校
特
別
支

援
教
育
支
援
員
募
集

日　
　

時　

２
月
12
日
（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

場　
　

所　

　

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

内　
　

容　

発
達
障
害
に
つ
い
て

受
講
料　

無
料

受
講
資
格　

概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限　

２
月
10
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

子
育
て
支
援
講
習
会
参
加
者
募
集

学
校
教
育
課
指
導
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉖
１
５
３
２

ま
た
は
必
ず
入
居
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
限

　

２
月
22
日
（
月
）

抽
選
日
時　

３
月
３
日
（
木
）
10
時

抽
選
場
所　

県
姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
伊

　
　
　
　
　

佐
庁
舎
２
階
小
会
議
室

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
㈱
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動

産
大
口
支
所　
　
　
　
　
　

☎
㉓
３
８
７
０

　

平
成
30
年
度
固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
向

け
て
、
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
・
公
平
化

を
図
る
た
め
、
市
内
全
域
の
田
畑
山
林
の
状

況
確
認
や
写
真
撮
影
と
い
っ
た
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
市
が
発
行
す
る
調
査
員
証
を
携

帯
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
思
う
場
合
は
調
査

員
証
の
提
示
を
求
め
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

調
査
期
限　

平
成
29
年
３
月
末

調
査
業
者　

株
式
会
社　

長
友
総
研

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

田
畑
山
林
の
現
地
調
査

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日　
　

時　

２
月
28
日
（
日
）
受
付
９
時
～

　
　
　
　
　

開
会
式
９
時
15
分
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
９
時
30
分
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

▽
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
改
善
セ
ン
タ
ー
・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
持
参
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
19
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

　

市
は
水
田
の
高
度
利
用
を
推
進
す
る
た
め

に
、
暗
渠
排
水
や
客
土
な
ど
の
乾
田
化
の
工

事
を
行
い
、
米
・
飼
料
作
物
以
外
の
野
菜
な

ど
の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
に
対
し
、
工
事

費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　

土
地
の
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
の
同
意
を

得
て
工
事
を
行
う
耕
作
者

補
助
条
件　

　

事
業
完
了
後
、
乾
田
化
の
工
事
を
行
っ
た

農
地
に
お
い
て
、
２
年
以
上
、
米
・
飼
料
作

乾
田
化
の
工
事
を
補
助
し
ま
す

物
以
外
の
野
菜
な
ど
の
栽
培
を
行
う
こ
と

補
助
金
額　

　

工
事
費
の
75
％
以
内
（
限
度
額
50
万
円
）

申
込
方
法　

　

申
込
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
耕
地
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

　

県
内
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

特
定
外
来
生
物
ア
ラ
イ
グ
マ
が
、
昨
年
３
件

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
農
作
物
や
生
態
系
へ
の

被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
生
息
状
況
を
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ラ
イ
グ

マ
の
目
撃
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
自
然
保
護
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
６
１
６

は
っ
き
り
と
し
た
５
～
６
本

の
リ
ン
グ
状
の
し
ま
模
様
が

入
っ
た
大
き
な
し
っ
ぽ

　

５
年
毎
に
行
う
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
作
業
の
た
め
、
調
査
員
が
農
用
地

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
や
い
ざ
と
い

う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
合
う
た
め
の
制
度
で
す
。
国
内
に
居
住
す

る
20
歳
～
60
歳
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

し
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※
厚
生
年
金
保
険
加
入
者
ま
た
は
そ
の
配
偶

　

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
は
除
く
。

国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
老
後
の
生
活
を
支
え
ま
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
）

②
病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
支

　

え
ま
す
。　
　
　
　
　
（
障
害
基
礎
年
金
）

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子
の
あ
る

　

配
偶
者
や
、
子
を
支
え
ま
す
。

（
遺
族
基
礎
年
金
）

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

所
得
が
少
な
い
た
め
、
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、「
学

生
納
付
特
例
制
度
」（
学
生
の
み
）、「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」（
30
歳
未
満
）
な
ど
の

保
険
料
納
付
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち

ら
の
制
度
も
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
期
間
に
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
保

険
料
の
納
付
が
可
能
と
な
れ
ば
、「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増

額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

労
働
者
派
遣
法
の
改
正

　

派
遣
と
い
う
働
き
方
や
そ
の
利
用
は
、
臨

時
的
・
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
考
え

の
も
と
で
、
常
用
代
替
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、
派
遣
労
働
者
の
よ
り
一
層
の
雇
用
の
安

定
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
労
働

者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
27
年
９
月
30
日
施
行
）

改
正
の
主
な
内
容

○
労
働
者
派
遣
事
業
は
許
可
制
に
一
本
化

○
派
遣
労
働
者
の
雇
用
安
定
と
キ
ャ
リ
ア
ア

　

ッ
プ

○
よ
り
わ
か
り
や
す
い
派
遣
期
間
制
限
の
見

　

直
し

○
派
遣
労
働
者
の
均
衡
待
遇
の
強
化

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し

　

働
く
際
に
知
っ
て
お
き
た
い
制
度
や
疑
問
、

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
・
悩
み
な
ど
に
、
社
会
保

険
労
務
士
の
労
働
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　
　

時　

２
月
９
日
（
火
）

　
　
　
　
　

11
時
～
15
時
30
分

※
12
時
～
13
時
を
除
く
。

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

問
い
合
わ
せ
先

県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
０
１
７

労
働
な
ん
で
も
相
談
会

「
ア
ラ
イ
グ
マ
」
目
撃
情
報
の
提
供

特徴 大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日　
　

時　

２
月
27
日
（
土
）
12
時
～
17
時

場　
　

所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
８
階

　

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
１
―
４
―
２

※
入
場
無
料
、
入
退
場
自
由

対　
　

象　

一
般
及
び
高
校
生

参
加
校　

45
校

内　
　

容

○
各
大
学
・
大
学
院
・
短
期
大
学
別
の
相
談

　

コ
ー
ナ
ー

○
小
冊
子
「
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
」
配
布

問
い
合
わ
せ
先

公
益
財
団
法
人
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

☎
０
３
・
３
８
１
８
・
３
８
７
０

鹿
児
島
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

☎
０
９
９
・
２
１
９
・
８
７
１
１

　

食
用
油
を
流
し
た
こ
と
に
よ
る
汚
水
管
の

詰
ま
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
油
脂
分
は
管

の
中
で
固
形
化
し
て
、
水
の
流
れ
が
悪
く
な

る
ほ
か
、
ひ
ど
い
場
合
は
家
の
中
に
生
活
雑

排
水
が
逆
流
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

油
は
凝
固
剤
を
使
う
か
、

新
聞
紙
・
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
等
で
拭
き
取
っ
て
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
住
宅
下
水
道
係　
　

☎
㉓
１
３
１
１

集
落
排
水
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

に
立
ち
入
り
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。

※
農
用
地
と
は
、
市
が
今
後
農
業
上
の
利
用

　

を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
定
め
た
区
域
。

調
査
員
（
委
託
）

　

久
永
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

調
査
内
容

　

対
象
の
農
用
地
で
調
査
員
が
現
況
等
の
確

認
を
行
う
。

調
査
期
間　

２
月
上
旬
～
３
月
末

問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１
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広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社
（水俣市役所３階都市政策課内）

�0966-61-1618

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域
・建ぺい率/60 ・容積率/200

・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分

★★★★うめどうめどうめどうめど夕陽夕陽夕陽夕陽がががが丘団地丘団地丘団地丘団地

家家家家 づ く り のづ く り のづ く り のづ く り の 補 助 金補 助 金補 助 金補 助 金 をををを 使使使使 っ てっ てっ てっ て
家家家家 をををを 建建建建 て る と おて る と おて る と おて る と お 得得得得 で すで すで すで す !

【平成２７年度】エコ住宅補助金、太陽光発電設備

・地目/宅地
・用途地域/指定なし
・建ぺい率/70

●●●●月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉月浦台地福祉ニュータウンニュータウンニュータウンニュータウン

店 舗 ・ 福 祉 関 係
用 地 も あ り ま す ！
ご 相 談 く だ さ い 。

B-5 261.12 9,998

B-6 260.84 10,173

C-5 260.78 9,976

C-6 260.61 10,382

C-11 260.61 10,169

C-12 260.80 10,182

設置費への補助金（上限30万円）、太陽熱温水器設
置費への補助金（上限7万円）などがあります。（い
ずれも予算が無くなり次第終了/条件あり）

・建ぺい率/70

・容積率/400

・交通/みなくるバス停留所
【月浦団地前】徒歩１分

C-14 261.06 10,082

C-17 303.68 9,914

D-5 310.26 8,538

（
12
月
１
日
～
12
月
29
日
受
付
分
）

有
留　

蒼そ
う
ま真
（
寛
之
・
川
西
）

出
籠　

世せ
な那
（
幸
吉
・
里
町
）

内
田　

湊み
な
と仁
（
一
浩
・
諏
訪
馬
場
）

狩
集　

音と
き輝
（
祐
二
・
水
ノ
手
）

川
野　

幸こ
う
た
ろ
う

太
朗
（
幸
生
・
大
島
南
）

河
野　

桃も
も
か香
（
孝
文
・
大
田
）

川
畑　

陽は
る
と翔
（
耕
二
・
花
北
上
）

髙
岸　

ゆ
り
（
孝
成
・
北
俣
団
地
）

竪
山　

一い
っ
し
ん心
（
正
人
・
千
束
松
）

西
福
元　

絢あ
や
と斗
（
哲
章
・
西
永
尾
）

前
原　

杜と
わ羽
（
雄
太
・
重
留
西
）

南
園　

ほ
の
か
（
健
太
・
駅
前
）

宮
里　

和
な
ご
む
（
格
・
前
目
麓
）

向
原　

吏り
の
ん望
（
希
望
・
水
ノ
手
）

湯
ノ
上　

詩し
お
り織
（
誠
・
陣
之
尾
）

米
澤　

成せ
な那
（
卓
郎
・
中
戸
切
）

　

○菱刈小学校　○山野小学校（写真）

　
　

　
　　　  伊佐さわやかあいさつ運動

１月活動

（
12
月
１
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

井
上　

時
光　
　
　

78
（
西
本
町
）

入
木
田　

フ
ジ　
　

98
（
西
本
町
）

川
池　

セ
ツ
子　
　

89
（
戸
切
）

白
石　

武
士　
　
　

86
（
水
ノ
手
）

新
原　

勝
美　
　
　

88
（
田
中
中
）

橋
口　

利
枝　
　
　

94
（
下
手
仁
王
）

星
山　

道
則　
　
　

89
（
共
進
）

本
城
地
区

植
松　

春
美　
　
　

83
（
岩
坪
）

内
山　

充　
　
　
　

72
（
下
荒
田
）

大
川
内　

幸
男　
　

86
（
下
荒
田
）

川
添　

純
子　
　
　

66
（
比
良
）

市
外
住
民

藤
田　

ヒ
サ
子　
　

89
（
日
置
市
）

　

内
田
一
さ
ん
（
農
林
高
通
）
宅
の
「
め

の
も
ち
」
で
す
。
２
月
３
日
（
節
分
）
ま

で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
表
紙
】

土
瀬
戸　

留
𠮷　
　

87
（
里
町
）

新
名　

久
子　
　
　

81
（
小
水
流
）

二
之
宮　

順
子　
　

69
（
国
ノ
十
）

二
木　

ノ
ブ
子　
　

87
（
朝
日
町
）

山
田　

昭
一　
　
　

78
（
下
青
木
）

米
盛　

修　
　
　
　

73
（
多
々
良
石
）

山
野
地
区

川
越　

豊　
　
　
　

92
（
敬
寿
園
）

小
屋
敷　

ス
ミ
子　

95
（
尾
之
上
）

御
所
園　

喜
藏　
　

88
（
上
之
馬
場
）

平
出
水　

靜
夫　
　

81
（
平
出
水
中
央
）

平
江　

邦
丸　
　
　

86
（
井
立
田
）

宮
原　

ナ
リ　
　
　

85
（
小
木
原
中
）

山
口　

一　
　
　
　

82
（
敬
寿
園
）

羽
月
地
区

伊
尻　

雄
二　
　
　

75
（
麓
町
）

内
山　

ヒ
メ　
　
　

104
（
大
口
園
）

西
ノ
原　

勝
夫　
　

85
（
崎
山
東
）

滿
田　

マ
キ　
　
　

97
（
堂
崎
）

満
留　

行
治　
　
　

88
（
白
木
）

元
田　

勉　
　
　
　

99
（
崎
山
東
）

西
太
良
地
区

永
峰　

マ
サ　
　
　

80
（
小
谷
）

米
永　

エ
ミ
子　
　

90
（
山
神
）

米
丸　

イ
サ
子　
　

83
（
川
西
）

菱
刈
地
区

小
椎
八
重　

テ
ル　

93
（
重
留
東
）

志
摩　

慧
美
子　
　

89
（
前
目
下
）

末
永　

昭
一　
　
　

65
（
田
中
中
）

高
松　

和
明　
　
　

69
（
花
北
下
）

作
江　

ヒ
デ
子　
　

87
（
桜
馬
場
）
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編
集
後
記

人口のうごき

H28. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

　
「
和
み
の
ひ
ろ
ば
」
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
方

に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
企
画
を
２
月
号
か

ら
始
め
ま
し
た
。
文
章
を
書
く
の
に
自
信
が
な
い
人

で
も
写
真
な
ら
ど
う
で
す
か
。
採
用
さ
れ
る
・
さ
れ

な
い
に
関
わ
ら
ず
投
稿
者
全
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま

す
か
ら
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
は
ゴ
ミ
に
関
す
る
投
稿
が
２
つ
。
ゴ
ミ
と
聞

く
と
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
お
便
り
の
よ

う
な
話
な
ら
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。
投

稿
者
「
老
婆
心
」
さ
ん
は
、
と
て
も
几
帳
面
に
毎
回

丁
寧
な
分
別
を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
の

に
、
原
因
が
気
に
な
り
尋
ね
て
み
る
と
―
。「
蓋
と

ラ
ベ
ル
を
取
っ
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
に
し
て
入
れ

た
の
だ
け
ど
、
ボ
ト
ル
の
中
を
洗
っ
て
い
な
か
っ
た

の
」
と
の
こ
と
。
面
倒
な
の
ね
…
と
言
わ
れ
る
か
と

思
い
き
や
「
私
が
間
違
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
決
ま

っ
た
こ
と
は
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な
き
ゃ
。
し
っ
か
り
説

明
し
て
も
ら
え
た
か
ら
次
か
ら
大
丈
夫
よ
」
と
前
向

き
な
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
出
し
は
日
常
の
こ
と
で
、
何
か
問
題
が
な
け

れ
ば
積
極
的
に
考
え
る
こ
と
が
な
い
と
思
う
の
で
す

が
、
投
稿
記
事
を
読
ん
で
皆
さ
ん
に
も
何
か
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。総人口　27,584 人　  （－       39）

　男　　12,773 人　  （－            5）
　女　　14,811 人　  （－       34）
世帯数　13,823 世帯  （－       18）

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプ
　レゼントが当たります。
　当選者の発表は商品の発
　送をもってかえさせてい
　ただきます。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎㉙４１１３

㉒９４２０
koho@city.isa.lg.jp

　

園
田
橋
下
流
の
河
川
敷
を
散
歩
し
て
い
ま
す
。

し
ば
ら
く
散
歩
を
し
な
か
っ
た
ら
ゴ
ミ
が
散
ら
ば

っ
て
い
た
の
で
そ
の
日
は
一
か
所
に
集
め
て
帰
り

ま
し
た
。
雨
が
降
っ
た
た
め
数
日
し
て
か
ら
ご
み

袋
を
数
枚
持
ち
回
収
に
行
く
と
、
あ
の
大
量
の
ゴ

ミ
が
な
く
な
り
、
立
札
ま
で
立
て
て
あ
り
ま
し
た
。

ど
な
た
か
片
づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
思
い
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
が
散
歩
す
る
道
や
場
所

は
、
き
れ
い
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
通
じ

た
思
い
で
し
た
。

（
羽
月　

散
歩
の
好
き
な
お
ば
さ
ん　

60
代
）

　

先
日
友
人
と
城
山
に
登
り
ま
し
た
。「
よ
い
し

ょ
、
ど
っ
こ
い
し
ょ
」
と
上
が
り
き
る
と
「
わ
～

懐
か
し
い
」、
60
年
前
卒
業
の
日
、
３
ク
ラ
ス
全

員
で
最
後
の
お
別
れ
を
し
た
こ
と
が
昨
日
の
こ
と

の
よ
う
に
思
い
だ
さ
れ
ま
し
た
。
右
手
に
霧
島
連

山
、
眼
下
に
本
城
小
と
神
社
が
小
さ
く
み
え
て
、

前
方
に
前
目
盆
地
が
広
が
り
、
す
ご
く
高
い
場
所

で
心
が
パ
ア
ー
と
大
き
く
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

で
も
帰
り
は
大
変
で
、
折
れ
た
枝
を
杖
が
わ
り
に

し
て
や
っ
と
下
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
い
い
と
こ
次

は
お
弁
当
持
っ
て
こ
よ
う
。

（
本
城　

太
良
姫　

70
代
）

　

愛
用
の
一
輪
車
で
ゴ
ミ
を
出
し
に
い
く
と
「
分

別
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
紙
が
貼
ら
れ
た
プ

ラ
専
用
の
袋
が
あ
っ
た
の
で
よ
く
見
て
み
る
と
、

わ
が
家
の
も
の
で
す
。
早
速
持
ち
帰
り
点
検
し
ま

し
た
が
、
何
が
混
入
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
戸

惑
い
ま
し
た
。
行
政
の
担
当
係
に
電
話
し
分
別
方

法
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
ご
自
宅
に
伺
い
ま
す
」

と
お
返
事
い
た
だ
き
、
早
々
に
き
て
丁
寧
に
対
応

し
て
く
だ
さ
る
姿
に
感
激
し
ま
し
た
。
行
政
と
市

民
に
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
一
日
あ

っ
た
か
い
気
持
ち
で
し
た
。

（
曽
木　

老
婆
心　

80
代
）

　
３
月
号
の

プ
レ
ゼ
ン
ト

ショットバー （焼酎）５  本セット
（大口酒造提供）

和み
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